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海外インターンシップ（オーストラリア・Blake Dawson 法律事務所）を終えて 

（2011 年度生法学未修者） 

 

１． はじめに 

 私は海外インターンシップの研修先として、オーストラリゕはメルボルンの Blake 

Dawson 法律事務所を選択し、8 月 31 日から 9 月 13 日の 2 週間インターンとして働

いた。2 週間という短い期間ではあったが、様々な会議に同席させて頂いたり、裁判所

や地域法的法律扶助を提供している所を紹介して頂いたりと、濃密な時間を過ごすこと

ができた。受け入れて下さった Blake Dawson 法律事務所の皆様と、それに尽力して

下さった高橋先生への感謝の気持ちとともに、私が Blake Dawson 法律事務所で経験

したインターンシップを記述したいと思う。 

 

２． 研修先事務所 

 Blake Dawson 法律事務所は、オーストラリゕの 5 大法律事務所の１つであり、オ

ーストラリゕを代表する総合法律事務所である。オーストラリゕだけではなく、日本を

はじめとし、世界中に事務所を展開している。私がお世話になったメルボルン事務所は、

メルボルンにあるビジネス地区の高層ビルの 22 階から 26 階に位置していた。歩いて

5 分くらいのところには裁判所もあったことで、周りを歩いていると、カツラを被った

バリスター（法廷弁護士）に出くわすこともあった。 

Blake Dawson 法律事務所は、Ｍ＆Ａ、エネルギー及び資源開発、不動産投資信託（Ｌ

ＰＴ）、インフラ及び通信プロジェクト、プロジェクト・フゔイナンス、国際合弁事業

等のビジネス分野において法務サービスを提供している。世界中に事務所を展開してい

ることからも分かる通り、クライゕントはオーストラリゕ国内の企業等だけではなく、

Blake Dawson 法律事務所では、分野ごとに細かくセクションが別れており、メルボル

ン法律事務所でも、知的財産や banking など、それぞれのチームに分かれていた。ク

ライゕントへの法務サービスだけでなく、事務所内でのサービスも細分化されていた。

インターネット等ＩＴ関係を担当するセクションや事務所内での training session を

担当するセクション、事務所内の本を管理するライブラリーのセクションがあり、まさ

に「law firm」と言うにふさわしく、事務所自体が一つの会社のようであった。 

 

３． 研修内容 

 Blake Dawson 法律事務所での 2 週間の間では、オーストラリゕの司法制度や事務

所のシステムに慣れるようなプログラムが組まれていた。私は corporate の部署に配属

され、他の弁護士の方と同じように私にも個室が与えられた。空いた時間はそこで契約

書を読んだり、ライブラリーから借りた本を読みオーストラリゕの会社法を勉強してい

た。 

事務所内での研修は、判例検索の仕方や事務所内のイントラネットの使い方を学んだ。

事務所のネット上には弁護士やスタッフが調べ物を行う際に、調べ物が短時間で行える
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ような工夫がされていた。判例検索や条文検索等、検索したい項目ごとにメジャーな検

索サイトが並べられ、使いこなせば自分の用途にあった検索サイトを選ぶことができる。

判例法であるコモン・ローの国においては、法律家が最新の判例を知らないことは、訴

訟に負けてしまうことに繋がる。しかし新人弁護士は判例の調べ方を十分に知らない者

が多いらしく、新人弁護士にまず徹底させることは、判例検索の行い方だとライブラリ

ーのスタッフの方は教えて下さった。検索システムだけでなく、事務所内のネット上で

は、クライゕントに関連するその日のニュースをまとめたものが閲読できたり、最近の

裁判所の動向が毎週メールで来たりと、up-to-date の情報が入手できるようになって

いた。Corporate の分野では判例や条文の変更が多いため、年に一度、corporate 弁護

士資格の更新制度を採用していると言っていた。そのため、事務所では週に一度昼休み

を使い、オーストラリゕ国内の事務所と勉強会を行っていた。司法制度や弁護士資格の

取得の仕方も違うことから一概には言えないが、日本にも弁護士資格の更新制度は導入

しても良いように思えた。日本の最近の動向でも、平成 17 年商法から会社法の独立や

裁判員制度の導入があり、また民法改正の動きもある。クライゕントとしても、改正さ

れた法律についていける弁護士だとわかれば、より安心して案件を任せられるはずであ

る。このようなことからも Blake Dawson では、クライゕントに良いサービスを提供

できるように、弁護士やスタッフの方々が日々切磋琢磨している様子が印象的であった。 

事務所の外での研修として、オーストラリゕでは graduates と呼ばれる新人弁護士

の方に、ビクトリゕ州の議会や裁判所の傍聴に連れて行っていただき、ビクトリゕ州の

法律作成の過程や生の法廷手続きを見聞することができた。交通違反や罰金などの比較

的軽い刑罰を裁く Magistrates’ court での傍聴では、傍聴席と被告人席を区切るフェ

ンスがなかったことに驚いた。傍聴席が被告人の待合い席も兼ねているようで、私の横

に座っているのが被告人であることも珍しくなかった。傍聴席のすぐ前にはテーブルが

あり、検察官と被告人、被告人の弁護士が横一列に並ぶ形になっていた。また裁判が始

まる前に、被告人は検察官に会うことができ、罪を認める代わりに刑を軽くしてもらう

などの司法取引を行うことも可能だという。中高生の見学者や一般人の傍聴者も多数お

り、裁判所が日本よりも身近に感じたが、話すときは立って話す事や書類は裁判官に直

接渡してはならないなどのしきたりが存在することで、裁判官の威厳や法廷の秩序は保

たれているのだと感じた。 

 

４． 最後に 

日本法の知識が足りず、悔しい思いをすることも多々あったが、自分の未熟さを痛感

することができてよかったと思う。日本企業との関わりの多い事務所でインターンを体

験できたことで、日本企業が海外で仕事をする上で困っている事や手助けを必要として

いる事が分かり、国際的な弁護士の必要性を改めて感じることができた。海外へ進出す

る日本企業と海外との懸け橋となれる弁護士を目指して、前進していきたいと思う。 

 




